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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・法人研修出欠確認がWIZに掲示されていますので、各自確認し間違えがある際は病棟SGMへ報告するようにして下さい。

・断水について

　井戸水をくみ上げるポンプの故障（漏電による火災の可能性あり）により断水となります。

　断水箇所は下記となりますので周知をお願いします。

　北病棟　浴室・トイレ

　厨房棟　レストランのトイレ

　管理棟　全トイレ

　南病棟　Bユニットトイレ

　※東病棟Cユニット・南病棟Aユニットの断水については凍結によるものであり、復旧済みとの事です。

・上記に伴い、北病棟患者様の入浴は東病棟浴室を借用することになりました。

　日程については調整中です。

・生活保護実態調査について

　1/20（金）ありますが、今回は北病棟患者様に対象者はいません。

・東病棟内線電話について

　A、Bユニットともに故障により不通となる事がありますので、その際はPHSへ連絡する様にしてください。

・病棟巡視が1/16（月）13:30からあります。病棟内の環境整備を徹底していきましょう。

・二槽式洗濯機の修繕が終了し、再設置されています。患者様へは、衣類を詰め込み過ぎないよう伝えていきましょう。

・呂Dr.によるカンファレンス内勉強会（心電図について）を2月中に実施予定です。

　

・1/16以降の勤務について調整変更がありますので、各自確認するようにして下さい。

・カンファレンス記録について

　指示や連絡事項についてなど、内容だけでなく理由も記載するようにしてください。

＜患者様連絡事項＞

・菊地　明子様～小青竜湯1/14（土）朝まで臨時処方となっていますが、感冒症状続いている為

レスプレン（鎮咳去たん剤）3T　3×ndE　1/14（昼）～3日分

臨時処方となっています。引き続き、感冒症状の確認、観察を行っていきましょう。

・浅野　秀子様～咳、鼻汁あり麻黄附子細辛湯が処方となっていましたが、症状改善の為飲みきり止めとなります。引き続き、感冒症状の観察を行っていきましょう。

＜SST検討＞

①②グループ～何名か睡意がある方がおられ、セッションの雰囲気はやや静かでした。また目標設定の際、SSTの目的から反れている方もいた為、目的を確認した上での援助が必要でした。

③④グループ～前月に達成した目標を、再度設定しようとする方が多く見られています。スタッフからのアドバイスを要する方が多く、達成出来ている方にはステップアップした目標を設定していただいています。

⑤⑥グループ～セッションの雰囲気は概ね良好です。目標設定に関しても、前月の評価を踏まえて設定する事ができています。

＜付添い患者様評価・検討＞

・古川　富蔵様～今後の自宅退院へ向けて、単独での外出訓練を行っていく必要があるのでは、との意見があります。。

　　　　　　　　歩行状態の不安はありますが、単独で外出できる能力は保持されていますので受け持ちスタッフは本人との話し合いを行い進めていくようにしましょう。

　　　

＜要注目患者様＞

・浅野　秀子様～放歌、気分変動著明に見られています。他者に対し大声で怒鳴ったり、過干渉となることありますのでトラブル等ないよう注意、観察していきましょう。

・菊地　明子様～感冒症状とともに、気分の落ち込みが見られてきています。精神状態の変化や、日課の取り組み状況について観察していきましょう。

・赤坂　順市様～内服薬拒否していましたが、昨日の主治医診察時に本人が内服に了承され本日より内服再開しています。薬事情報を使用しての薬剤説明を行い、服薬を継続出来るよう援助して行く事としています。不調の訴えなどにより日課への取り組みに支障が出る事が考えられますので、服薬状況と併せて精神状態、日課の取り組み状況を観察していきましょう。

　　　　　　　　拒薬時、様子観察の予測指示あります。

＜猪股Dr.診察状況＞

・古川　富蔵様～診察時に咳嗽あり、1/14（土）朝～小青竜湯　3P　3×　3日分臨時処方となっています。引き続き咳嗽、感冒症状の観察を行っていきましょう。

　　　　　　　　精神状態落ち着いている為、1/18（水）定期薬よりvdsのリントン（精神神経用剤）（1.5）→（0.75）へ減薬となります。精神状態の変化や、離院等の無いよう要観察していきましょう。

・伊藤　雄一様～昨日午後より38度～39度台の発熱継続しています。

　　　　　　　　本日、主治医指示にてインフルエンザテスト実施し陰性となっています。

　　　　　　　　クラビット（500）（抗菌剤）1T　（1-0-0）

　　　　　　　　トランサミン（止血剤）3T　3×ndE　　　　　　　　　　　　　　　　5日分　　

　　　　　　　　PL顆粒（総合感冒剤）　　　3×ndE　　　　 3日分

　　　　　　　　追加で臨時処方となっています。引き続き、発熱、感冒症状について観察していきましょう。

　　　　　　　　安静保持できず、ホールで過ごそうとする事あります。本人の体調管理と病棟内への感染拡大防止について、本人へ説明し自室で静養して頂くようにしましょう。

　　　　　　　　1/15（日）外出希望ありますが、身体不調の為に不許可となっています。

＜症例検討会＞

・伊藤　雄一様　（65）　統合失調症

　

　【家族・本人の希望】

　　本人→なし

　　家族→入院継続

　【今後の方針】

今後、ご家族との面談を行い方針を決めていく

　　　　　　　・ご家族の地元（岩手）の施設

　　　　　　　・八戸市内での施設入所　　　　　等

　

【退院に向けての問題点】

　　・服薬→以前の経緯から退院後、怠薬の可能性あり。退院後も服薬を継続出来るよう、指導要する。

　　・疾病理解→病識に欠けている為、疾病教室を行っていく必要あり。

　　・生活リズム→早期覚醒（2:00～3：00）、日中の臥床傾向あり。適切な生活リズムが確立出来るよう援助要する。

　　・金銭管理→通帳等、自己管理を行っているが浪費傾向あり。

　　・身体管理→心疾患あり、水分、塩分の管理が必要だが本人は自覚ない。

　　上記問題点への援助が必要と考えられます。






















